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環境経営方針



■名　称　 山王テック株式会社

■代表者名 代表取締役社長　吉岡　勇

■設立

■資本金 ４，０００万円

■売上高 ４９億４千万円

■従業員数 ５９６名（２０２５年３月３１日現在）

■ＵＲＬ www.sannotec.co.jp

■対象範囲と対象取組期間

〔認証・登録事業者名〕 山王テック株式会社

〔認証・登録番号〕

〔認証・登録年月日〕

〔対象事業所〕 全事業所（本社・東日本事業所・鈴鹿オフィス）

■環境管理責任者 技術支援２部支援１課　課長　諏訪　啓道

■エコアクション２１事務局

〔本  　 　　　社〕　企画管理部総務課　主査　谷　洋祐

〔東日本事業所〕　企画管理部総務課　係長　宇井　裕一

〔鈴鹿オフィス〕　開発２部Ｓｕｚｕｋａ開発課　課長　因幡　重徳 

■事業規模（2025年3月末現在）

3

1981年9月21日

会社概要

0011543

2016年12月2日



■主な事業内容
　　設計/解析/モデリング、技術資料編集/制作、特許/知的財産管理、翻訳/通訳、

　　情報システム、データファイリング、人材派遣
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会社概要

開発設計
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会社概要

翻訳・通訳

技術資料作成　テクニカルイラスト
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会社概要

特許調査

特許解析・動向分析



■所在地

■沿革
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会社概要



■環境経営システム組織図

■役割と責任と権限
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実施体制
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中長期環境経営目標
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環境経営活動計画

〈電力使用量の削減〉

・昼休み時間の照明の間引き消灯
・室温に対して空調の適切な温度管理
・クールビズ、ウォームビズの採用
・不在エリアの空調の電源ＯＦＦ徹底
・OA機器の節電モードでの運用

・外出/帰宅時のPC電源OFF徹底

〈ガソリン使用量の削減〉

・公共交通機関の積極利用
・急発進、急加速の禁止
・出張時の社有車同乗推進
・社有車のエコカー配備の推進

・テレビ会議システム/Ｗｅｂ会議の利用促進

〈廃棄物の削減〉

・コピー用紙の必要に応じた両面利用
・紙ごみのリサイクルを促進
・宅配弁当の利用推進
・使用済封筒の再利用

〈水使用量の削減〉

・手洗いや、洗い物において日常的な節水励行

・ウォーターサーバーの利用

〈地域との共生、社会貢献〉

・エコキャップ運動の推進
・ロードサポートの推進（近隣道路歩道部の清掃活動）
・献血運動の推進
・自販機を通してのハートフル募金（赤い羽根）の推進
・使い捨てコンタクトレンズ空ケースのリサイクル活動



11

削減目標値と取り組み結果（全社）

２０２４年度目標に対して、

７0．2％ＵＰにて未達成・・・

２０２４年度目標に対して、

７．４％ＵＰにて未達成・・・

２０２４年度目標に対して、

５．７％ＵＰにて未達成・・・

２０２４年度目標に対して、

１１．０％ＵＰにて未達成・・・

２０２４年度目標に対して、

２．５％DOWNで達成！

２０２４年度目標に対して、

２．８％DOWNにて未達成・・・

電力使用量/2７３,８９４kwh ⇒ 2９４,１６３kwh

ガソリン使用量/７,２３４ℓ⇒ ７,６４８ℓ

ＣＯ２総排出量/10,424ｋｇ-ＣＯ２⇒ 17,743ｋｇ-ＣＯ２

一般廃棄物/3,９５９ℓ⇒ ４,３９３ℓ

水使用量/１，０１３㎥⇒ 9８８㎥

エコキャップ運動（回収量）/１２１.0kg⇒ 1１７.６kg
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削減目標値と取り組み結果（本社）

ＣＯ２総排出量4,754ｋｇ-ＣＯ２ ⇒ 4,783ｋｇ-ＣＯ２

２０２４年度目標に対して、

0．6％ UPにて未達成・・・

２０２４年度目標に対して、

１．７％UPにて未達成・・・

２０２４年度目標に対して、

０．６％UPにて未達成…

２０２４年度目標に対して、

１．６％UPで未達成！

２０２４年度目標に対して、

６．１％ＵＰにて達成!

２０２４年度目標に対して、

８．０％DOWNで達成！

エコキャップ運動（回収量）/2８.０ｋｇ⇒ 2９.７ｋｇ

水使用量/3７４㎥⇒３8０㎥

一般廃棄物排出量/７２４ｋｇ⇒ ６６３ｋｇ

ガソリン使用量/2,０４９ℓ⇒ 2,０６２ℓ

電力使用量/７４,８１３kwh ⇒ 7６,１０７kwh
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削減目標値と取り組み結果（東日本事業所）

２０２４年度目標に対して、

８．６％ ＵＰにて未達成・・・

２０２４年度目標に対して、

９．５％ＵＰにて未達成・・・

２０２４年度目標に対して、

８．6％ＵＰにて未達成・・・

２０２４年度目標に対して、

１４．4％ＵＰにて未達成・・・

２０２４年度目標に対して、

６．０％DOWNで達成！

２０２４年度目標に対して、

1１．０％DOWNにて未達成・・・

電力使用量/19４,２２３kwh ⇒ ２１２,７５３kwh

ガソリン使用量/5,０１８ℓ⇒ 5,４５１ℓ

一般廃棄物排出量/３,２１７ｋｇ⇒ ３,６８０ｋｇ

水使用量/６２４㎥⇒ ５８６㎥

エコキャップ運動（回収量）/８６.６ｋｇ⇒ ７７.１ｋｇ

ＣＯ２総排出量/１１,６４１ｋｇ-ＣＯ２ ⇒ １２,６４7ｋｇ-ＣＯ２
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削減目標値と取り組み結果（鈴鹿オフィス）

ＣＯ２総排出量/389ｋｇ-ＣＯ２ ⇒ 313ｋｇ-ＣＯ２

２０２４年度目標に対して、

19．６％ ＤＯＷＮで達成！

２０２４年度目標に対して、

9．2％ＵＰにて未達成・・・

２０２４年度目標に対して、

１９．2％DOWNで達成！

２０２４年度目標に対して、

２７８．２％ＵＰにて未達成・・・

２０２４年度目標に対して、

１４６．７％ＵＰにて未達成・・・

２０２４年度目標に対して、

１33．3％ＵＰで達成！

電力使用量/4,858kwh ⇒ 5,303kwh

ガソリン使用量/１６7ℓ ⇒ 13５ℓ

一般廃棄物排出量/１８ｋｇ⇒ ５０ｋｇ

水使用量/1５㎥⇒ ２２㎥

エコキャップ運動（回収量）/8.1ｋｇ⇒ １０.8ｋｇ
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環境への負荷状況（取りまとめ）
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次年度の取り組み（環境経営目標値及び取組計画）



※環境法規等の遵守活動を行い、違反や訴訟も発生しておりません。
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環境関連法規等の遵守状況



■『とちぎＳＤＧｓ推進企業』、『埼玉県ＳＤＧｓパートナー』への登録

　山王テック株式会社は、地球環境の保全を経営課題と位置付け、豊かな未来づくりへの

　貢献を事業活動ならびに従業員の行動を通じて取り組んで参りました。

　昨今、気候変動による様々な自然災害、人権問題、そして感染症拡大など、企業を取り

　巻く環境は大きく変わり、”企業の社会的責任”が益々求められています。

　山王テック株式会社はSDGｓ（持続可能な開発目標）の「環境」「社会」「経済」の

　３側面それぞれに具体的に達成すべき目標を設定し、２０２２年度に『とちぎＳＤＧｓ

　推進企業』、『埼玉県ＳＤＧｓパートナー』へ登録しました。

　未来志向型企業として、人や環境に配慮した持続可能な社会づくりに貢献して参ります。

 2022年7月15日登録 　　　 2022年11月30日登録

■３側面の重点取組と指標（登録申請内容）
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ＳＤＧｓ取り組み紹介①



■対象ゴールと取り組み施策

・廃棄物は、廃棄物処理法及び、行政ガイドラインに基づき、産廃業者を通じて適正処理を実施しています。

・照明のＬＥＤ化を促進しています。

・デジタルソリューション活用（給与明細電子配信等）によるペーパーレス、業務効率向上を図っています。

・拠点間移動の削減にオンライン会議システムを有効活用しています。

・不在エリアの空調及び照明電源ＯＦＦ、温湿度計の設置による適切な室温管理を行っています。

・埼玉県「彩の国ロードサポート」団体に認定、道路環境作りの清掃活動を実施しています。

・社有車の低公害車（ＨＥＶ/ＰＨ-ＥＶ/ＥＶ）導入と充電器の設置を促進しています。

・コンタクト販売会社主催の使い捨てコンタクト空ケースのリサイクル活動に協賛し、活動を行っています。
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ＳＤＧｓ取り組み紹介②

環境への取り組み



・従業員の感染症対策に有効な機器、機材を設置する等、従業員の感染抑止を図っている。

・ペットボトルキャップの寄付（ワクチン寄付）、献血運動、自販機を通じてのハートフル福祉募金の協賛等、

　社会福祉に役立てる活動を推進している。

・ＡＥＤを必要とする緊急事態が発生の際、近隣に速やかに貸し出しが出来る様、玄関先に設置している。

　毎年、取扱い講習を実施している。

・交通安全委員会の活動として、交通違反・事故の未然防止に役立つ情報の提供や定期的に地域と連携

　した、交通安全立哨を実施する等、交通ルール遵守と交通安全意識向上に取り組んでいる。

・飲酒運転撲滅を推進する為、アルコールチェッカーによる運行前点検を実施している。

・従業員への受動喫煙防止を図る為、敷地内完全禁煙化を実施している。

【献血活動】

【ＡＥＤ設置】

【感染症対策】
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ＳＤＧｓ取り組み紹介③

健康・安全への取り組み



・節水器具の取り付け可能な蛇口への装着及び、節水タイプの蛇口を設置している。

・手洗いや、洗い物において、日常的な節水励行を行っている。

・障がいを持たれた社員のサポートを通じ、働きやすい環境づくりに取り組んでいる。

・女性活躍推進法に基づき、行動計画の策定・情報公表を行っている。

・産前産後の休暇・育児休暇・時間短縮勤務の１００%承認を図る等、職場復帰へのサポートをしている。

・同一労働同一賃金ガイドラインに沿った社内体制の整備・対応を推移している。

・階層別、役職別研修の実施を通じ、従業員のポテンシャルを高める取り組みを行っている。

・情報セキュリティ及び、環境教育の機会を定期的に設け、実施している。

  【環境教育の実施】

　環境対応情報や災害事例、ＳＤＧｓ等を独自に作成した資料を基に社内教育を実施しております。
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水使用量の削減

働きがいと経済成長

人財育成

ＳＤＧｓ取り組み紹介④



  【消防訓練】

　 当社の業務は、パソコンを使用したオフィスワークが中心の為、”緊急事態の訓練”として、

　 オフィス火災を想定した消防訓練を実施しております。

  【ＡＥＤ取扱い講習】

　 当社は、社会的責任の一環として、AEDを設置しており、毎年取扱い講習の受講を推進して

　 おります。
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ＳＤＧｓ取り組み紹介⑤



■エコキャップ回収強化月間
 　２０２４年８月１日～９月３０日の２ヶ月間をエコキャップ回収強化月間と定め、従業員の方

　に自宅で収集したキャップを持参頂くことで、年間回収目標を達成致しました。

　当該キャンペーンは３回目の実施となり、年々、回収量が増加と従業員の自宅でのエコキャップ

　回収の定着が伺え、今後もキャンペーン運動の継続を図り、ワクチン寄付に繋げて参ります。

 【本社】  【東日本事業所】  　　【鈴鹿オフィス】

■環境標語/アイデア募集キャンペーンの展開

◆埼玉地区従業員対象に『環境標語』を、栃木/鈴鹿地区従業員を対象に『エコアイデア』を

募るキャンペーンを下記の通り展開しました。
＊募集期間：（埼玉）2024年12月10～24日　（栃木/鈴鹿）2024年11月25日～12月20日

＊応募結果：（埼玉）121名の方より224件　　（栃木/鈴鹿）３７名の方より４０案
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環境活動キャンペーン（４４期）



■使い捨てコンタクト空ケース回収によるリサイクル活動に協賛しました！

　 コンタクトレンズ販売の『アイシティ』は、使い捨てコンタクトレンズ空ケースのリサイクル活動

を各販売店が回収窓口となり、全国規模にて展開しております。

　当社の拠点周辺に回収窓口の販売店が設置されている利便性、ＳＤＧｓゴール１７（パートナー

シップで目標を達成しよう）に繋がる活動として「エコアクション２１推進委員会」にて協議の上、

２０２４年１１月より、開始致しました。

　使い捨てコンタクト愛用者に限定されることから、回収ＢＯＸが一杯になるのは先になりますが、

環境保全・障がい者の就労支援に繋がる様、活動を展開して参ります。
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新規環境活動



■令和６年度栃木県地方創生応援税制（企業版ふるさと納税”日光杉並木街道
　保護事業”）への寄付を通じた、社会貢献活動に参画しました！

　”日光杉並木街道”は、全長約３７ｋｍにおよぶ世界一長い並木街道と言われ、約１２０００本の

　　杉の木がそびえ立つ緑のカーテンを後世に遺す活動を山王テックは応援しています。

25

トピックス



　２０２４年度は、エネルギー価格の高止まりと物価の高騰、不安定な国際情勢による

地政学リスクに加えて、急速な為替相場の変動と先行きが不透明ながらも、山王テックは、

４４期事業計画を確実に達成し、実りの多い一年とすることができました。

　環境活動としては、事業活動の活発化に比例して、拠点間の往来や顧客訪問の機会が

増加し、Ｗｅｂ会議システム活用の促進、長距離移動時には、プラグインハイブリッド車

を優先利用する配車の徹底を図りましたが、本社/東日本事業所にて、ガソリン使用量が

計画値を超過するに至りました。

　また、本社建屋にて雨漏りが発生し、事象の確認の為、大量の水を放水しての雨漏り

箇所を特定する作業に時間を要したことから、本社の上水使用量も目標値を超過する結果

となりました。

　前年度に比べて目標値の達成状況は、厳しい結果となりましたが、事業活動の高まりと

環境活動は相反する内容が多く、バランスを取りながら最適化が図れるような活動を推進

して参ります。

　『エコアクション２１推進委員会』の取組みとして、年２回の環境キャンペーンの推進

（エコキャップ運動、環境アイデア／標語の募集）、環境教育及び啓蒙活動、近隣道路

歩道部の清掃活動など、当社のＳＤＧｓ推進の起点となる展開が図られてきました。

　４４期からは、コンタクトレンズ販売店のアイシティが展開している「使い捨てコンタ

クトレンズ空ケースのリサイクル」に協賛し、活動の輪を広げました。

　また、経営よりの新たな取組みとして、令和６年度栃木県地方創生応援税制（企業版

ふるさと納税“日光杉並木街道保護事業"）への寄付を通じた、社会貢献活動への参画を

図りました。

　これからもより一層、経営と従業員が一体感を持って、環境経営を促進して参ります。

代表取締役社長　吉岡　勇
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